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  日本経済の現在の厳しいリセッションへの対応、
バブル崩壊後の日本経済の立て直しに対し、あら
ためて、大学等の学術成果の積極利用と技術移転、
それに基づく産業の活性化、ベンチャーの創出が
緊急課題となってきた。そのためには、米国が今
日の一人勝ちのような繁栄の大きな一つの要因と
されている産学連携を再度見習うとともに、日本
独自の産学連携手法を構築する必要がある。
  筆者は鉄鋼の製・精錬、シリコン、セラミックス
等の高温物理化学という基礎的研究を行ってきた
が、現在は肩書の産学・地域共同研究センターの
リエゾン部門専任教授として、新産業創出を目指
して、9名の開発研究専任の教授と2年余り活動
してきた。
  さらに、東北地域の国立大学・高専の研究者によ
る学術成果の知的財産権化と民間への技術移転を
実際に行うＴＬＯ(Ｔechnology Ｌicensing Ｏrga-
nization)を株式会社として、大学人の出資により
設立した。このＴＬＯである㈱東北テクノアーチに
は7月より取締役として、名実ともに一蓮托生の
責任を負うことになっている。東北だけでなく、
世界にはばたく夢を追う。設立1年半ではあるが、
約80件の発明等を扱いすでに5件の技術移転契約
も終了し、まだわずかではあるが、ライセンシー
も入ってきつつある。

  従来から教官個人の産学共同は行われてきたが、
これからは大学の組織的関与で、透明性、高い
accountabilityを目指し、究極には大学への収益
還元・大学独自の資金保持を夢見ている。
　欧米に学べということで、ここ2年、特にアメリ
カの産学連携をリードしている人々に会う機会が非
常に多い。アメリカも法律、人材教育、大学・大学
人の理解等々多くの点で苦しんできており、産学連
携によるいわゆるＷin Ｗin Ｃircleを生み出せてい
るのは、30程度のＴＬＯに過ぎないといわれている。
キャッチアップが得意な日本でも前途多難である。
　筆者がマテリアル系であると知ると、Ｔechnology
Ｍanagersたちと、材料に関する基礎研究、開発研
究、製造技術に話が進む。彼らに大学の材料系の
問題点、素材産業の現状について話をすると、ほ
とんど10人が10人怪訝な顔をし、何故を連発する。
  材料を基礎から応用研究その製造に至るまで、
世界をリードしている日本で何故、である。確か
に最先端をいくＩＴを支えるパソコン、携帯電話等
でも内部を見れば日本発の材料、部品ばかりであ
る。材料分野での産学連携が、日本のさらなる国
際競争力を高めるために不可欠であり、そのため
には若者に興味をもたせる健全な素材産業である
ことを大いに期待し、産官学がその役割を十分理
解し、遂行することである。
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事業の概要事業の概要事業の概要事業の概要事業の概要
　

  わが国における研究開発の重要性が

一段と高まり、材料関係の研究開発は

重点分野として次第に認識されるよう

になっている。「環境」をはじめ「安全

と安心」等の課題に直面する経済・社

会にあって、技術の重要性は一段と高

まりつつある。

　(財)金属系材料研究開発センター(ＪＲ

ＣＭ)は、産業技術の進歩を促すために

材料研究の占める位置をより鮮明にす

るべく、平成11年度には国の材料技術

開発戦略の策定に協力した。設立以来

のコア事業として活動している調査研

究については、ナショナルプロジェクト

に対する注目が高まるなかで、「適切な

テーマを提案する」ためにＴＥＭＣＯＳ

構想等の調査研究活動において、ラボ

試験によりデータを得る等、適切なテ

ーマの探索を積極的に実施した。また、

11年度から｢四次元サロン｣をスター

トさせて活発に開催し、広く技術動向

の把握と交流に努めた。

　研究開発プロジェクトでは、 11年度

で５つのプロジェクトが終了し、今後、

関係機関による所定の評価を受ける

が、それぞれ目標を達成した。石油公

団との共同研究である「腐食環境下実

フィールド実証化技術」については、

極めて腐食性の激しいガス田での試験

であったが、約1年半を経ても開発材

には腐食は認められず、実フィールド

試験は成功した。また、油田の基礎試

錐の掘削に、開発した超硬合金厚膜を

被覆したスタビライザーを試験し好成

績を得た。

　「新製鋼プロセスフォーラム」が新

エネルギー・産業技術総合開発機構

(ＮＥＤＯ)と共同研究として実施して

いる「環境調和型金属系素材回生利用

基盤技術の研究開発」については、総

合システム評価研究設備でのＳＳＥ試験

により、溶解用エネルギーの大幅な低

減、電力負荷の自由度改善、排ガスの

環境対応への有効性が確認された。こ

れらプロジェクトは、開発技術の利用

の可能性をユーザーに対して強くアピ

ールした。

　継続中のプロジェクトにあっても「非

鉄金属系素材リサイクル促進技術に関

する研究開発」では、開発したドロス

残灰利用による骨材が、公園やバスタ

ーミナルに敷設され好評を得ているの

をはじめ、｢電磁気力プロジェクト」で

は、実機ビレット連鋳機で目標とする

高品質の鋳片の鋳造に成功した。

  各プロジェクトの海外における開発

成果の実用化の探索とともに、ＷＥ-

ＮＥＴ第Ⅱ期の「低温材料の開発」にお

けるドイツの研究機関との国際的な連

携協力のように、研究開発の実施のう

えに外国との協力の必要性も高まり国

際交流が活発であった。「21世紀のあか

り」プロジェクトの進展により、世界の

照明システムが大きく変革する可能性

が示され、半導体産業関係技術を刺激

して青色紫外発光デバイスの開発競争

が一層旺盛なものとなった。「省エネル

ギー型金属ダスト回生技術の開発」も

世界から注視されている。

　財務面では、賛助会員をはじめ関係

機関の支援により、事業規模がピーク

に達したことも幸いし、収支が均衡し

た。

　21世紀にあっても広く各機関による

ご協力をお願いする。

平成平成平成平成平成1111111111 年度年度年度年度年度     事業報告事業報告事業報告事業報告事業報告     (((((概要概要概要概要概要)))))

1 .1 .1 .1 .1 . 軽水炉用インスペクションフリー軽水炉用インスペクションフリー軽水炉用インスペクションフリー軽水炉用インスペクションフリー軽水炉用インスペクションフリー

          設備に関する材料の開発設備に関する材料の開発設備に関する材料の開発設備に関する材料の開発設備に関する材料の開発

　軽水炉技術高度化の一環として、昭

和60年度より平成11年度までの15年間

の予定でＡＮＥＲＩの研究開発プロジェ

クトに参加し、金属系新素材開発の支

援を含む下記２テーマを担当した。賛

助会員11社で構成する軽水炉用材料技

術委員会、同専門家部会及び大学、国

研、賛助会員６社からなる微生物腐食

研究委員会を組織し研究開発を実施し

た。ＡＮＥＲＩは、11年度をもって所期の

目的を達成し解散した。

(1)金属系新素材の適用可能性調査1

　金属系各社の開発研究を支援すると

ともに、軽水炉用材料技術委員会の検

討とJRCM による研究現場での実地調

査等を通して最新情報を把握・活用

し、適用可能性評価法を検討し、個々

の改良、開発について展望・評価を行

った。

(2)金属系新素材の適用可能性調査2

　海水環境下における微生物腐食挙動

のモニタリング手法について、文献調

査による現状調査とともに、①既設モ

ニタリング法の改良型による検討、②

電気ノイズ法、腐食電位及びカップル

電流測定法によるモニタリング手法の

開発、③付着微生物の分析を行い、新

モニタリング法の指針を得た。

2.2.2.2.2. 溶融炭酸塩型燃料電池溶融炭酸塩型燃料電池溶融炭酸塩型燃料電池溶融炭酸塩型燃料電池溶融炭酸塩型燃料電池(((((ＭＣＦＣＭＣＦＣＭＣＦＣＭＣＦＣＭＣＦＣ)))))

          用材料の研究開発用材料の研究開発用材料の研究開発用材料の研究開発用材料の研究開発

　ＮＥＤＯから委託されたＭＣＦＣ研究

金属系材料の製造金属系材料の製造金属系材料の製造金属系材料の製造金属系材料の製造
及び利用に関する及び利用に関する及び利用に関する及び利用に関する及び利用に関する
研究開発研究開発研究開発研究開発研究開発
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組合よりの分担研究として電池用金属

系材料の開発を担当し、燃料電池セル

を構成する金属部材の高性能化、長寿

命化、低コスト化及び信頼性向上を課

題に、下記２テーマについて賛助会員

２社と協力して研究開発を行った。な

お、第２期研究開発を所期の目標どお

り達成したため、11年度をもってＭＣ

ＦＣ研究組合を退会した。

(1)ニッケル基合金セパレータの開発

　電池性能に大きく影響する腐食生成

物を介した通電抵抗の評価をするため、

開発合金及びＳＵＳ316Ｌ、ＳＵＳ310の通

電抵抗の経時変化、接触部の組織観察

及びＥＰＭＡによる酸化物の成分の解

析等を実施した。これまでの研究成果

に基づき、開発合金の性能及びコスト

面の総合評価を行い、実用化段階での

適用が期待できるとの評価を得た。

(2)セパレータめっき技術の開発

  セパレータのウエットシ－ル部材と

して開発したＡl/Ｎi拡散処理材につい

て、Ａl/Ｎi拡散層のクラック発生限界

歪を確認するため引張試験を実施した。

2％Ａl含有γ系ステンレス鋼にＮiめ

っきを施し、拡散処理した材料のさら

なる耐食性向上を目的として、異なる

温度条件で拡散処理を行い、拡散層中

のＡl濃化挙動と耐食性を調査した。こ

れまでの研究成果を基に、耐食性、加

工性、溶接性、電池特性、製造性の観点

から総合評価を実施し、開発材は十分

に実用可能であるとの評価を得た。

3 .3 .3 .3 .3 . 耐腐食性スーパーヒーター用材料耐腐食性スーパーヒーター用材料耐腐食性スーパーヒーター用材料耐腐食性スーパーヒーター用材料耐腐食性スーパーヒーター用材料

     の研究開発の研究開発の研究開発の研究開発の研究開発（（（（（高高高高高効効効効効率率率率率廃廃廃廃廃棄棄棄棄棄物物物物物発発発発発電電電電電技技技技技術術術術術

     開発）開発）開発）開発）開発）

　500℃×100atmの高温高圧蒸気を安

定して発生する高効率ごみ発電ボイラ

ー用スーパーヒーターチューブの開発

を目標に、賛助会員８社とともに研究

開発を行った。最終年度である11年度

は、パイロットプラント実証実験の完

了と成果の総まとめを行うべく、次の

ように推進し完了した。

①約２年間(13,800hr)の実証試験を

通して、開発した蒸気温度500℃対応

用ＪＨＮ-24(Ｎi-20Ｃr-18Ｍo-2.6Ｆe-

0.7Ｎb-0.2Ｈf）及び400℃対応用ＨＲ

30Ｍ(30Ｃr-30Ｎi-1Ｍo-0.2Ｎ)は、い

ずれも所期の目標｢５年間以上の寿命｣

を大幅に達成すること、及び(コスト／

性能)比の優れた材料であることを確

認した。

②小型評価試験、実炉評価試験等の基

礎検討結果と上記実証試験の結果をふ

まえ、「高温腐食モデルと腐食減肉量推

定式」を構築し広く公表した。今後、

この分野の多くの研究開発者と技術者

が活用可能である。

③高温腐食に関する国内外の調査より、

本プロジェクトの成果が内外の研究の

先導的役割を果たしていることが明ら

かになった。

4 .4 .4 .4 .4 . 新製鋼プロセスフォーラム新製鋼プロセスフォーラム新製鋼プロセスフォーラム新製鋼プロセスフォーラム新製鋼プロセスフォーラム｢｢｢｢｢環境環境環境環境環境

     調和型金属回生利用基盤技術の研究調和型金属回生利用基盤技術の研究調和型金属回生利用基盤技術の研究調和型金属回生利用基盤技術の研究調和型金属回生利用基盤技術の研究｣｣｣｣｣

　ＮＥＤＯとの共同研究として平成3

年度から9年間に、総額約100億円で

日仏の製鉄企業12社の参画を得て推進

してきた。最終年度である11年度は、

10年度に新日本製鐵㈱君津製鐵所構内

の実験棟に建設した総合システム評価

研究設備を用いて下記の成果を得た。

　本研究成果は｢ＮＥＤＯ環境調和型生

産技術開発委員会｣に報告し承認を受

けた。3月末には「新製鋼プロセスフ

ォーラム」が終了し解散した。

(1) 総合システム評価研究設備を用い

   た試験研究

　「攪拌浴(Ｓ炉)型｣システム開発は

4 月に試験を終了し、「充填層(Ｐ炉)

型｣システム開発について、スクラッ

プと化石燃料を水平交互に装入する

Ｐh炉方式、スクラップと化石燃料を垂

直方向に分布制御するＰv炉方式の技

術検証を行った。これらの試験より得

たプロセス･データをスクラップの予

熱・溶解に関する熱・物質シミュレー

ションモデルに組み込み、各炉システ

ムのプロセス特性の解析を行った。

(2) 工業化のためのＦＳ評価研究

　「電気炉型｣「攪拌浴型｣並びに「充填

層型｣の個々のシステムの特徴を最も

生かす適用ケースを総合的な視点から

検討した。検討に当たっては、プロセ

ス･コンセプトとしての①低級老廃ス

クラップの資源化再利用、②電力依存

度低減、③トータル･エネルギーミニ

マム化、④排ガス無害化等を設備計画

仕様及び操業条件に反映させた。その

結果、エネルギー面では、スクラップ

予熱のない従来型電気炉に比べて、各

炉方式とも溶解用一次エネルギーを

25％以上削減できる技術を確立した。

また、化石燃料との併用により、電力

負荷も従来電気炉の80～30％の範囲で

自由度をもたせることができ、排ガス

等の環境対応にも有効であることも確

認した。

5 .5 .5 .5 .5 . 腐食環境実フィールド実証化技術腐食環境実フィールド実証化技術腐食環境実フィールド実証化技術腐食環境実フィールド実証化技術腐食環境実フィールド実証化技術

　石油開発技術振興費交付金を受けて、

平成6年度から11年度までの6年間で

石油公団との共同研究を行った。「腐食

環境実フィールド実証化技術」のうち

下記の２テーマを賛助会員７社の参画

を得て実施した。

(1) サブテーマ1  ｢コーティッドチュ

  ービングの実証試験」

　ロシア共和国カスピ海北岸にあるア

ストラハンガス田（硫化水素25％、炭

酸ガス14％、塩素イオン36,000ppmの

極めて腐食性の厳しいガス田）でのフ

ィールド試験を行い、回収したサンプ

ルを評価した。開発したチュービング

は、腐食損傷の徴候はなく、極めてサ

ワー環境の厳しいガス・油田でも使用

可能で、前特別研究「高温・腐食環境

下生産技術：耐腐食性材質及びシーリ

ング技術開発」で設定した目標を実

フィールドでも実証できた。

(2) サブテーマ2 ｢地表／坑内用周辺

  機器等の開発」

　次の２つの方向から開発を進め、石



44444

油開発用ツールへの応用面で有用であ

ることを実証した。鋼の表面に高耐摩

耗・高耐食性の超硬合金厚膜(ＷＣと

Ｃoの組成を変化させた傾斜組成膜）を

被覆した材料を、掘削ツールの一つで

あるスタビライザーに適用して試作品

を作製し、三陸沖での基礎試錐の掘削

用に使用した。従来品よりも耐摩耗性

は高く(約22倍)、実用化は可能との結

果を得た。また、ＹＡＧ-レーザクラッ

ディング技術を用いてエルボ管内面に

耐摩材料を被覆した試作品を作製し、

湿式ガス田でのフィールド試験を実施

し、耐摩耗性が良好であることを立証

した。

　以上、1～5のプロジェクトは平成

11年度で終了した。

6 .6 .6 .6 .6 . 非鉄金属系素材リサイクル促進技非鉄金属系素材リサイクル促進技非鉄金属系素材リサイクル促進技非鉄金属系素材リサイクル促進技非鉄金属系素材リサイクル促進技

     術に関する研究開発術に関する研究開発術に関する研究開発術に関する研究開発術に関する研究開発（（（（（アアアアアルルルルルミミミミミニニニニニウウウウウムムムムム

     高度リサイクル技術の研究）高度リサイクル技術の研究）高度リサイクル技術の研究）高度リサイクル技術の研究）高度リサイクル技術の研究）

　ＮＥＤＯとの共同研究として、平成5

年度から10年間に総額約50億円の予算

で、賛助会員7社の参加のもと研究開

発を実施している。７年目に当たる11

年度は、分別結晶法、真空蒸留法、溶

湯清浄化技術、及びドロス残灰利用技

術の計４テーマの実証試験研究を実施

した。さらにトータルシステム技術研

究として、(社)日本アルミニウム合金協

会の参加を得てアルミニウムリサイク

ルにかかわる環境改善策を検討した。

(1)実証試験研究

　分別結晶法、真空蒸留法の精製技術

２テーマについては、主として実証プ

ラントの設計、製作及び設置を実施し

た。溶湯清浄化技術では、実操業にお

ける簡便で廉価な方法として、樋型で

の内部ろ過試験を実施したが、除去能

力及び生産性が劣ることが判明し、今

後はボックス型に立ち戻る。ドロス残

灰利用技術は、骨材形状、製造歩留ま

りの改善及び傾斜道路２か所への滑り

止め骨材の試験舗装を実施した。耐火

物用については、アルミニウム大型溶

解炉ドア部で６か月の使用実績を得た。

(2)トータルシステム技術研究

　スクラップの溶解におけるダイオキ

シン類発生・排出抑制法についての要

素技術研究を実施し、フラックスによ

る塩素ガス処理代替効果、分解法、触

媒法等の抑制効果をそれぞれ定量的に

明らかにした。排ガス対策に加え、排

ガススクラバー廃液のろ過による抑制

効果についても検討を進めた。

　また、国際シンポジウムＲewas'99

（スペイン）において、本プロジェクト

から３件の報告を行った。

7.7.7.7.7. 低温材料の開発低温材料の開発低温材料の開発低温材料の開発低温材料の開発（（（（（水水水水水素素素素素利利利利利用用用用用国国国国国際際際際際ククククク

     リーンエネルギーシステム技術リーンエネルギーシステム技術リーンエネルギーシステム技術リーンエネルギーシステム技術リーンエネルギーシステム技術

     （（（（（ＷＷＷＷＷＥＥＥＥＥ----- ＮＥＴ）ＮＥＴ）ＮＥＴ）ＮＥＴ）ＮＥＴ）第第第第第 IIIIIIIIII 期研究開発）期研究開発）期研究開発）期研究開発）期研究開発）

　平成11年度から新規プロジェクトと

して第Ⅱ期研究開発(5 年間、総額約

100億円）がスタートした。ＪＲＣＭは、

第Ⅰ期に引き続き、この第Ⅱ期におい

ても賛助会員７社とともに、液体水素

の貯蔵・輸送システムに適合する低温

材料の開発をＮＥＤＯより受託した。

　11年度は、候補材(ＳＵＳ304Ｌ, ＳＵＳ

316Ｌ, Ａ5083）溶接部の液体水素雰囲気

下での靱性の抜本的な改善を狙い、ス

テンレス鋼のレーザ溶接継手とアルミ

合金の摩擦攪拌接合継手(ともにＴＷＩ

(溶接研究所：英国)で施工）の評価を

行った。これらは、従来の溶接法(ステ

ンレス鋼：ＴＩＧ溶接等、アルミ合金：

ＭＩＧ溶接等）よりも低温靱性に優れて

いることを明らかにした。また、ステ

ンレス鋼のＴＩＧ溶接継手においては、

溶接パスによる繰り返し熱影響が、溶

接部の低温靱性劣化の大きな要因であ

ることを明らかにした。アルミ合金の

大電流ＭＩＧ溶接継手においては、溶

接部の均質化熱処理による粒界偏析の

除去を図ったが、極低温での靱性改善

効果は認められなかった。

　これまでの知見を基に新規の候補材

(ＳＵＳ316ＬＮ、Ａ5086等）の評価に着

手し、ステンレス鋼の低温水素ガス中

における水素環境脆化は、金属元素の

化学成分により大きく依存することを

明らかにした。一方、研究開発成果の

普及に向けて、極低温材料特性データ

ベースの拡充を行った。

8 .8 .8 .8 .8 . 電磁気力利用によるエネルギ－使電磁気力利用によるエネルギ－使電磁気力利用によるエネルギ－使電磁気力利用によるエネルギ－使電磁気力利用によるエネルギ－使

     用合理化金属製造プロセスの研究開用合理化金属製造プロセスの研究開用合理化金属製造プロセスの研究開用合理化金属製造プロセスの研究開用合理化金属製造プロセスの研究開

          発発発発発

　平成7年度から6年間の計画で、通

商産業省からの補助事業として日仏瑞

の国際共同研究を賛助会員11社が参画

し、総事業予算規模約25億円で実施し

ている。11年度は、予算規模約6億円

で、以下の総合技術研究を実施した。

(1)電磁界鋳造技術

　超高周波磁場印加技術試験を㈱神戸

製鋼所神戸製鉄所で、低周波パルス磁

場印加技術試験を新日本製鐵㈱室蘭製

鐵所で、各々商用ビレット連続鋳造機

を用いて実施した。実証試験では、鋳

型の耐久性、初期凝固制御効果及び鋳

片品質を評価した。特に、鋳片の表面

性状に関してはオシレーションマーク

消失の可能性を見いだした。下期から

は、新日本製鐵㈱君津製鐵所構内のパ

イロラボ研究棟で、スラブサイズのベ

ンチスケール試験を開始した。

(2)超伝導電磁ブレーキ技術

　川崎製鉄㈱技術研究所(千葉）の試

験連続鋳造機を用いた超伝導電磁ブレ

ーキ技術の研究を開始し、低速鋳造速

度条件下での鋳片清浄度及び表面性状

の改善効果を評価し、次ステップとし

ての高速鋳造条件での試験への移行の

見通しを得た。

(3)バックアップ研究

 日新製鋼㈱呉製鉄所で実機を用いた

溶鋼流速計の開発を行った。

9 .9 .9 .9 .9 . メゾスコピック組織制御材料創製メゾスコピック組織制御材料創製メゾスコピック組織制御材料創製メゾスコピック組織制御材料創製メゾスコピック組織制御材料創製

     技術の研究開発技術の研究開発技術の研究開発技術の研究開発技術の研究開発

　ＮＥＤＯからの委託研究として、平成

9年度から5年計画で、総額約52億円

で推進。平成11年11月に国立代々木青

少年センターで「第２回スーパーメタ
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ルシンポジウム」を開催し、これまで

に得られた成果を広く公表した。

(1)鉄系スーパーメタルの研究開発

  目標は､「均一な複相組織化によっ

て、結晶粒径を1μm程度以下で、大き

さが1㎜以上の厚さを持つ微細組織鋼

の創製技術を確立する」で、賛助会員

５社、６大学とともに研究開発を推進

している。

①大歪加工研究では、多機能統合型圧

延加工試験機を用いてこれまでに明ら

かにした結晶粒微細化条件への影響を

大型試験機で確認した。さらに結晶粒

の微細化に伴い降伏強度・引張強さが

顕著に向上することが確認できた。ま

た理論面では、特に歪誘起極低温拡散

変態による超微細粒化の解明が進んだ。

②強磁場研究では、超電導磁石設備

(能力：ｍａｘ12テスラ)を用いた強磁

場印加と加工の組み合わせにより、正

変態での配向組織の生成の確認、微細

化の指導原理の確立及び磁場中加工熱

処理プロセスのコンセプトの明確化が

図れた。

③計算科学研究では、結晶粒内の不均

一変形のシミュレーションの開発を進

め、結晶粒内に不均一に歪が蓄積する

現象及びサブグレイン形成現象をシミ

ュレートすることができた。また、機

械的特性に対し第二相の強度や加工硬

化特性が大きな影響をもつ可能性を見

いだした。

(2)アルミニウム系スーパーメタルの

  研究開発

　「結晶粒径が3μｍ程度以下で強度や

耐食性が現行材料の1.5倍以上、かつ

板幅200mm以上の大型アルミニウム素

材の創製技術の開発」を目標として、賛

助会員6社と3大学とともに研究を推

進している。11年度は、主に、極低温圧

延並びに高歪蓄積構造形成のために、

溶湯圧延及び異周速圧延、温間圧延等

の要素技術を単独にあるいは組み合わ

せた高歪蓄積技術、結晶粒微細化の研

究等を行った。その前者においては、

①極低温圧延では、Ａl-Ｍn合金で歪蓄

積の効果が認められたが、Ａl-Ｍg合金

では室温圧延の歪蓄積効果と同等であ

ることが判明した。

②Ａl-Ｍg合金、Ａl-Ｍg-Ｓi合金を温間

で異周速圧延を行うと、1～2μｍの微

細結晶粒が得られ強度の向上が確認さ

れたが、表面状態の改善が必要である。

③冷間圧延されたＡl-Ｍg合金を250℃

の温間で引張変形を与えると、1～2

μｍの微細結晶粒が実現された。この

材料は従来材より強度と伸びの両方が

高く、強度と延性のバランスのよい材

料で、優れた成形性を示した。

④溶湯圧延及び適切な均質化処理によ

り組織制御されたＡl-Ｍn合金、Ａl-

Ｍ n- Ｍ g 合金を冷間圧延後焼鈍する

と、３μｍの微細結晶粒が達成された。

Ａl-Ｍn-Ｍg合金では、常温耐力が通

常材の1.4倍であった。

10.10.10.10.10. 産業汚泥に含まれる有価金属産業汚泥に含まれる有価金属産業汚泥に含まれる有価金属産業汚泥に含まれる有価金属産業汚泥に含まれる有価金属(((((金金金金金

     属スラジ属スラジ属スラジ属スラジ属スラジ)))))資源化技術の開発資源化技術の開発資源化技術の開発資源化技術の開発資源化技術の開発

　平成9年度から13年度の5か年に、

(財)地球環境産業技術研究機構(ＲＩＴＥ)

からの委託(補助率50％)により予算

総額7億円で、賛助会員３社とともに

進めている。

(1)ハイブリット粗分離法

  平成10年に完成させたプロセスの見

直しとコスト低減策として電気透析法・

イオン交換樹脂法による処理方法の検

討を実施し、コスト低減の可能性を確

認した。錯体利用によるＺn含有廃水

(電気めっき廃液)のＺnとＮiの分離試

験を行った。

(2)小・中規模溶融還元炉

　設備の改造、運転条件を変更し実験

をした。炉内温度を1,000℃以上に保

持でき、回収物中Ｚn金属化率を90％以

上にできた。スラッジをブリケット化

せずに還元材とともに投入することに

より、金属Ｚn濃度が90％程度の回収物

が得られた。

(3)大規模溶融還元炉

　設備の改造・整備を行い、スラッジ

の大規模溶融還元実験を実施し、水酸

化物の還元挙動は酸化物と同じで、酸

化物の操業条件が使えることがわかり、

スラッジ中のフッ素濃度1.96％までは、

スラグからのフッ素溶出量は基準値以

下であることを確認した。

11.省エネルギー型金属ダスト回生技

  術の開発

　平成10年度から14年度の5か年に、

ＮＥＤＯからの委託により予算総額18.5

億円で、賛助会員７社と大学等５機関

とともに推進している。製鋼用電気炉

等の高温排ガスから直接Ｚnを回収す

ることにより、エネルギーを大幅に削

減できる金属ダスト回収システムを開

発している。

(1)高温排ガス中の金属成分回収要素

  技術の開発

　金属回収条件の把握では、電気炉炉

内から直接かつ繰り返し使用可能な耐

久性に優れたサンプラーの設計・製作

を完了し使用を確認した。低蒸気圧金

属成分(鉄)選択分離では、冷間並び

に熱間模型実験を開始し、シミュレー

ション結果とも合わせて、設計仕様の

基礎資料を得た。Ｚnの選択凝縮では、

実験及びシミュレーションを実施し、

設計・操業仕様決定のための基礎資料

を得た。Ｚnを酸化させることなく、選

択凝縮の可能性を確認した。

(2)高温排ガス中の金属成分回収プロ

  セス最適化技術の開発

　炭材フィルター－重金属コンデンサ

ー総括物質・熱収支解析等各種シミュ

レーションを行ってプロセスの妥当性

評価を行い、小型パイロット試験の必

要性を確認した。小型パイロットプラ

ントの据え付け用地の検討、インフラ

調査等を実施した。

12.12.12.12.12. 高効率電光変換化合物半導体の開高効率電光変換化合物半導体の開高効率電光変換化合物半導体の開高効率電光変換化合物半導体の開高効率電光変換化合物半導体の開

               発発発発発（（（（（2121212121 世紀のあかり開発）世紀のあかり開発）世紀のあかり開発）世紀のあかり開発）世紀のあかり開発）

　平成10～14年度の5年間でＮＥＤＯか
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らの委託により、総額50億円の予算で、

賛助会員13社、山口大学と(社)日本電球

工業会が参画して推進している。目標

は、ＧaＮ系の高効率青色・紫外ＬＥＤ

を用いて、現在の蛍光灯の２倍のエネ

ルギー効率を有する照明用光源を開発

することである。開発2年目となる11

年度は、以下の成果を得た。

①物性・発光機構・結晶成長の基礎研

究では、ＧaＮ系各種組成における結晶

成長条件を探求し、各種分光手法を駆

使して未解明であった発光機構を明ら

かにした。

②ＬＥＤ用基板の開発では、高圧溶液

法、低圧気相法によるGaN単結晶を作

製した。サファイア基板上に新ＥＬＯ技

術によって、より低欠陥なＧaＮ層を成

長させた。

③エピ膜・ＬＥＤ作成技術の開発では、

ＭＯＣＶＤ法によって、青色～紫外の

ＬＥＤ構造を作製した。

④光源デバイスの開発では、蛍光体を

組み合わせた白色ＬＥＤを試作評価し

た。また、白色ＬＥＤを用いた光源モジ

ュールを試作評価した。

　この間、新設のＭＯＣＶＤ装置、超高

圧結晶成長炉、ガスソースＭＢＥ、気相

結晶成長炉及び可変波長レーザー分光

装置の立ち上げを行った。発光機構の

解明等の研究開発成果は、参加各機関

とともに積極的に応用物理学会をはじ

め内外の学会に参加し発表した。

13.13.13.13.13. 高速超塑性の調査研究高速超塑性の調査研究高速超塑性の調査研究高速超塑性の調査研究高速超塑性の調査研究(((((先導研究先導研究先導研究先導研究先導研究)))))

　平成11、12年度の２年間にＮＥＤＯか

らの委託により、企業・大学等約40機

関の参画のもと、高速超塑性発現のた

めのマグネシウム材料および成形プロセ

スに関する基礎調査及び海外技術動向

調査を行っている。平成11年度は次の

活動を行った。

①米国での超塑性に関する国際会議で

報告するとともに海外の研究動向を調

査した。

②超塑性とマグネシウム材料に関する

ワークショップを開催した。国内の現

状の技術・研究レベルを調査するとと

もに、研究者と意見交換を行った。

③マグネシウム合金の超塑性について

データベース化を図った。

④参加企業各社に対し､「わが国の高速

超塑性の現状と解決すべき課題」に関

するアンケート調査を行った。

年度からの引き継ぎテーマ、21世紀ビ

ジョン・ヒアリング調査テーマ、各種

委員会からのテーマ及び新規テーマを

すべて統合して整理し、そのなかから

有望なテーマを段階的に絞り込んだ。

最終的には、｢金属材料の各種特性デ

ータベースの存在および整備状況調査｣、

｢金属材料の寿命診断技術に関する調

査研究｣、｢医療用機器等における金属

材料に関する調査｣及び｢多孔質金属

とその機能向上に関する調査｣の４テ

ーマを抽出した。

2 .2 .2 .2 .2 . アルミニウム系新材料の高機能化アルミニウム系新材料の高機能化アルミニウム系新材料の高機能化アルミニウム系新材料の高機能化アルミニウム系新材料の高機能化

に関する調査研究に関する調査研究に関する調査研究に関する調査研究に関する調査研究（（（（（ＷＷＷＷＷＧＧＧＧＧ主主主主主査査査査査：：：：：神尾神尾神尾神尾神尾

彰彦彰彦彰彦彰彦彰彦・・・・・東京工業大学教授）東京工業大学教授）東京工業大学教授）東京工業大学教授）東京工業大学教授）

　材料には、従来にもまして軽量化と

ともに特性も満足させる高比強度材の

ニーズが高まっている。高比強度アル

ミニウム合金調査ＷＧは、Ａl-Ｌi合金

のマーケットができた場合を想定し、

国内で生産する技術上の問題、海外と

の競争力を含めた事業性有無の検討を

行った。検討では、生産は(株)アリシウ

ム・四日市研究所の設備を使用した場

合、新規設備を導入した場合を想定し、

原単位等生産指数はＲ＆Ｄ当時の指数

を見直し、可能な限りコストダウンを

想定した試算を行った。また、Ａl-Ｌi

合金を生産する場合の技術的な問題点

を抽出して、国内生産時の必要解決事

項の整理を行った。海外から国内に出

願されたAl-Li合金のプロセス及び合

金に関する特許についても調査した。

　また、10年度に引き続いて、国内に

おける宇宙開発・航空機製造分野での

高比強度アルミニウム合金の採用実態

を調べ、今後の研究開発に必要な提案

を行うため、宇宙科学研究所、富士重

工業㈱を訪問して調査を行った。

3.3.3.3.3. トータルエネルギー＆マテリアルコトータルエネルギー＆マテリアルコトータルエネルギー＆マテリアルコトータルエネルギー＆マテリアルコトータルエネルギー＆マテリアルコ

          ントロールに関する調査ントロールに関する調査ントロールに関する調査ントロールに関する調査ントロールに関する調査III(TEMCOS)III(TEMCOS)III(TEMCOS)III(TEMCOS)III(TEMCOS)

     （（（（（委委委委委員員員員員長長長長長：：：：：中村中村中村中村中村     崇崇崇崇崇・・・・・東北大学教授）東北大学教授）東北大学教授）東北大学教授）東北大学教授）

　ＮＥＤＯより、平成11年度調査研究と

して予算総額900万円で調査委託され

金属系材料の製造金属系材料の製造金属系材料の製造金属系材料の製造金属系材料の製造
及び利用に関する及び利用に関する及び利用に関する及び利用に関する及び利用に関する
調査研究調査研究調査研究調査研究調査研究

1.1 .1 .1 .1 . 調査委員会調査委員会調査委員会調査委員会調査委員会（（（（（委委委委委員員員員員長長長長長：：：：：木村悦治木村悦治木村悦治木村悦治木村悦治・・・・・

     三菱マテリアル三菱マテリアル三菱マテリアル三菱マテリアル三菱マテリアル㈱㈱㈱㈱㈱経営企画室部長か経営企画室部長か経営企画室部長か経営企画室部長か経営企画室部長か

     ら吉住素彦ら吉住素彦ら吉住素彦ら吉住素彦ら吉住素彦・・・・・三菱マテリアル三菱マテリアル三菱マテリアル三菱マテリアル三菱マテリアル㈱㈱㈱㈱㈱開発開発開発開発開発

     戦略部長に交代）戦略部長に交代）戦略部長に交代）戦略部長に交代）戦略部長に交代）

　テーマ発掘の一手段となっている

｢四次元サロン｣の内容について検討

し、テーマ選定について幅広い内容を

提案してその活性化に努めた。

　テーマ企画段階では、テーマ企画部

会の計画、実施内容や結果について審

議し、テーマ企画部会から抽出された

４テーマについて優先度をつけ提案し

た。最終的には、金属材料のデータベ

ースと金属材料の寿命診断に関する２

つを新規テーマへ結びつけた。

　進行中の調査研究のうち、受託テー

マ２件（｢利用段階における省エネ」

「長寿命化等の限界性能｣）の進捗状況

を確認し、｢利用段階における省エネ」

からはプロジェクト化に向けた提案を

した。自主テーマの「放射光活用調査」

は、12年度の研究事業化へ向けて各種

提案を支援し、「材料照射調査」は、そ

の内容を討論し研究事業化の可能性を

追求した。さらに、13年度プロジェク

ト化に向けたテーマ案について意見交

換し、｢表面構造制御による高潤滑性

の発現技術」について、12年度に調査

部会を設置することを決定した。

　テーマ企画部会では、これまでの10
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た。循環型社会構築には、エネルギー

と資源の有効活用が不可欠であり、産

業横断的なネットワーク等を構築して

取り組むことが効果的ととらえ、本調

査はこの時の課題を抽出することを目

的としている。

①コンビナートでの、また全国に適度

に分散する電気炉でのゼロウエイスト

化を目指した異種産業とのプロセス間

リンクについては、コンビナート全体

が推定できるような代表的企業８社の

協力を得て、副生物・廃棄物31種類を

分析・評価し、また、電気炉での廃棄

物資源化調査で、プロセス間リンクの

システムの提案並びに 技術開発課題の

抽出・提案を行った。

②エネルギー・資源の有効活用のため

のカスケード利用については、排熱有

効利用を先端的熱力学理論に基づき定

量的評価を行った。熱貯蔵・放出のた

めの相変化物質(ＰＣＭ)による熱回収

の調査研究、及び溶融高炉スラグを回

転するカップ(ＲＣＡ)に注ぐ微粒化＆

ケミカル熱回収の調査研究を行い、開

発方向を明らかにした。また、ケミカ

ル的等熱回収システムＷＧ活動を開始

した。

③金属素材産業を核とした循環型経済

システムのための総合調査研究につい

ては、廃棄物の種類・量・処理ルート

等の調査の必要性や、金属素材産業を

利用して資源化処理を行うのにどのよ

うなシステムが組めるかを数種類検討

し、LCA評価、経済性評価等で最適シ

ステムの提案を行った。時間軸を考慮

し規制値の変化を推定したモデルを構

築し、シミュレーションを行う必要性

が判明したため、それを提言した。

4 .4 .4 .4 .4 . 放射光の活用に関する調査放射光の活用に関する調査放射光の活用に関する調査放射光の活用に関する調査放射光の活用に関する調査

     （（（（（部部部部部会会会会会長長長長長：：：：：川崎宏一川崎宏一川崎宏一川崎宏一川崎宏一・・・・・新居浜工業高新居浜工業高新居浜工業高新居浜工業高新居浜工業高

          等専門学校教授）等専門学校教授）等専門学校教授）等専門学校教授）等専門学校教授）

　金属材料の疲労損傷過程の研究に放

射光の活用が有効で、材料の余寿命評

価法の研究に新しい分野が展開する可

能性が期待されている。平成9年8月

に｢放射光サロン｣を発展させて、｢放

射光活用調査部会｣が賛助会員9社を

含む16団体が参加して発足した。いま

までに平成9年度3回、平成10年度4

回、平成11年度3回の講演会と討論を

行い、リチウムイオン電池電極材料解

析への放射光技術応用も加えて、参加

18企業、11団体(大学含む)へと発展

している。平成11年6月には調査活動

の結果を集大成し報告書にまとめた。

　部会活動では、ＳＰring-8(兵庫県播

磨)を用いての超微量分析／表面分析

の現状、構造材料の脆化割れのイメー

ジング観察、マイクロビーム利用研究

やフォトンファクトリーでの極微小結

晶・微小領域回折実験結果等が報告さ

れた。また、平成13年度のプロジェク

ト化へ向けての提案準備を行った。

5 .5 .5 .5 .5 . 環境調和性を有する放射線照射下環境調和性を有する放射線照射下環境調和性を有する放射線照射下環境調和性を有する放射線照射下環境調和性を有する放射線照射下

          使用材料に関する調査研究使用材料に関する調査研究使用材料に関する調査研究使用材料に関する調査研究使用材料に関する調査研究

          （（（（（部部部部部会会会会会長長長長長：：：：：石野石野石野石野石野     栞栞栞栞栞・・・・・東海大学教授）東海大学教授）東海大学教授）東海大学教授）東海大学教授）

　原子炉圧力容器や炉内構造物等の主

要機器は、軽水炉の安全性確保の面か

らも重要な機器である。長期間の放射

線照射下での材料特性等の経年変化を

理論的かつ系統的に評価解析し、それ

らに基づく材料技術開発、損傷個所の

検査・診断・補修の保全技術等の調査

を行っている。平成11年度は、軽水炉

炉心構造材ＩＡＳＣＣ研究の現状、ＰＷＲ

用材料開発の現状と今後材料照射研究

への加速器の応用、非破壊検査の手法、

仮想プラント、国内外の材料照射場の

現状等について調査しまとめた。

　今年度の調査により、未来型原子力

材料の研究開発では、軽水炉や核融合

炉等の共通となる基礎的な照射特性の

理解に基づいた基盤構築が重要になり、

材料開発に関しては研究開発の連続性

と効率化を図るため各種特性データーベ

ースやシミュレーション、可視化材料

モデリング等をネットワークにおいて

有機的に結合させた「材料開発システ

ム」の開発も視野に入れて取り組んで

いくことが強く望まれること、また材

料特性の把握や寿命評価を従来の破壊

試験だけでなく、高度な非破壊検査技

術を活用して、精度よく行えるように

研究開発を進めること等、今後の課題

を明らかにした。

6 .6 .6 .6 .6 . 利用段階における省エネルギー型利用段階における省エネルギー型利用段階における省エネルギー型利用段階における省エネルギー型利用段階における省エネルギー型

     金属製品開発に関する調査研究金属製品開発に関する調査研究金属製品開発に関する調査研究金属製品開発に関する調査研究金属製品開発に関する調査研究（（（（（委委委委委

     員長員長員長員長員長：：：：：中島泰夫中島泰夫中島泰夫中島泰夫中島泰夫・・・・・武蔵工業大学教授）武蔵工業大学教授）武蔵工業大学教授）武蔵工業大学教授）武蔵工業大学教授）

  自動車において省エネルギー・ＣＯ
２

削減のためには、燃費の向上が必要で

ある。画期的な燃費向上を実現するの

に不可欠な基盤技術は、車両の軽量化

である。自動車の軽量化を考えると、

鉄鋼と軽金属を使う場合では異なるた

め、鉄鋼は小型乗用車、軽金属は大型

乗用車・ＲＶ車を対象として考えた。

　大型車の画期的な軽量化には、軽金

属材料の使用拡大が核になる。燃費２

倍を達成するのに必要なホワイトボデ

ィの50％軽量化を目標とし、要素技術

課題を調査した。提案すべきテーマ内

容として、①経済的に成立するＡl・Ｍg

資源循環型リサイクルシステムの構築、

②大型薄肉高延性Ａl・Ｍg鋳物用新材

料、低コスト新プロセスの開発、③Ａl

またはＭg合金と異種金属との高信頼

性・低コスト接合技術の開発の３項目

に絞り込んだ。

　鉄鋼関係の軽量化では、大型薄肉鋳

物部品化技術、薄肉新鋳鋼技術等の材

料・設計・プロセスの研究開発が必要で

ある。鋳鋼の薄肉化では、鋳鉄・鋳鋼の

従来の考えを変えた革新的な発想が重

要である。また、高張力鋼板と局部的

板厚可変鋼板の組み合わせ構造等の新

たな技術が必要であることがわかった。

7 .7 .7 .7 .7 . 金属材料における長寿命化等限界金属材料における長寿命化等限界金属材料における長寿命化等限界金属材料における長寿命化等限界金属材料における長寿命化等限界

          性能に関する調査研究性能に関する調査研究性能に関する調査研究性能に関する調査研究性能に関する調査研究（（（（（部部部部部会会会会会長長長長長：：：：：松島松島松島松島松島

     巖巖巖巖巖・・・・・前橋工科大学教授）前橋工科大学教授）前橋工科大学教授）前橋工科大学教授）前橋工科大学教授）

　目的は、金属材料の諸性能を材料の

供給側と需要側の両サイドから調査し

て、金属材料の極限値性能等を明確に
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することでその材料の用途分野を拡大

し、次世代金属材料の開発指針を得る

ことにある。(社)日本機械工業連合会の

委託を受けて、13社の参加を得て平成

11年9月に発足した。平成11年度は、

建築、土木、輸送、エネルギー及び産

業施設・都市の５分野を対象にして、

材料機能の経年劣化についてサーベイ

を行った。また、サーベイの過程で、

より詳細に専門家の意見を聞く必要が

生じた場合は、講演依頼のかたちで課

題の摘出を試みた。

　その結果、長寿命化のニーズは土木、

建築分野で大きく、寿命を左右する要

因は腐食及び疲労であり、この改善に

は材料特性面からの向上も一部では必

要であるが、材料、施工面ではすでに

かなりの水準に達しており、メンテナ

ンスの向上によって構造物の長寿命化

が達成されるケースが多いことがわか

った。メンテナンスの重要性や開発材

料について提言した。

8.8.8.8.8. 平成平成平成平成平成1111111111 年度長期エネルギー技術戦年度長期エネルギー技術戦年度長期エネルギー技術戦年度長期エネルギー技術戦年度長期エネルギー技術戦

     略等に関する調査略等に関する調査略等に関する調査略等に関する調査略等に関する調査｢｢｢｢｢産業技術戦略策産業技術戦略策産業技術戦略策産業技術戦略策産業技術戦略策

     盤調査盤調査盤調査盤調査盤調査(((((分野別技術戦略＜材料技術分野別技術戦略＜材料技術分野別技術戦略＜材料技術分野別技術戦略＜材料技術分野別技術戦略＜材料技術

     分野＞分野＞分野＞分野＞分野＞)｣)｣)｣)｣)｣（（（（（委委委委委員員員員員長長長長長：：：：：岸岸岸岸岸     輝雄輝雄輝雄輝雄輝雄・・・・・東京大東京大東京大東京大東京大

     学先端科学技術研究センター教授）学先端科学技術研究センター教授）学先端科学技術研究センター教授）学先端科学技術研究センター教授）学先端科学技術研究センター教授）

　材料産業技術における社会的課題を

明確にして技術戦略を提言するため

に、大学、企業、国研の代表者からな

る材料国家産業技術戦略検討委員会及

び、ＷＧ1(戦略の体制整備)、ＷＧ2(重

点化技術の抽出)、ＷＧ3(ネットワー

ク)、ＷＧ 4(産学官の連携強化)の４

つのワーキンググループを設置して、

①産業競争力と技術の現状、②技術革

新を阻害している課題、③将来展望及

びそれを実現するための総合的戦略等

を調査・検討した。

　現在の材料産業は、わが国の基幹産

業の一つであり、世界に最も通用する

技術を有しているものの、近年になっ

て、製造業全体に占める材料分野の出

荷額、生産性や研究開発等の割合が低

減してきており、産業競争力の低下が

懸念される。

　2010年までに材料産業が十分な研究

開発を行い、世界最高の材料技術革新

を生み出させることを材料共通の認識

とし、①材料技術戦略、②産学官の連

携強化、③知的基盤の整備及び標準化

戦略、④知的財産権改革、⑤資源戦略

の５つの戦略(strategy)を推進する

ことを提言した。

9 .9 .9 .9 .9 . 四次元サロン四次元サロン四次元サロン四次元サロン四次元サロン

　平成11年度から、幅広い分野の専門

学識者と賛助会員会社の研究者等の意

見交流を図るため、ＪＲＣＭホームペー

ジを活用しながら、より多目的のサロ

ン活動を実施できる｢四次元サロン｣

を新設した。同サロンは、特定の技術

領域に専門的学識や関心を有する者に

限定しないで、広く各方面からアイデ

アやコンセプトを出していただくこと

を狙いとした。

　平成11年度は、大学、企業等から講

演者を招いて７回の講演会を行った。

開催テーマは「コンセプトの創造」「α

ゲルの開発経緯等について」「中小企業

の競争力の源泉について」「ものづくり

と情報技術」「アイデア発掘法」「ポーラ

ス鉄鋼材料」「マテリアル工学科の設

立」と多岐にわたった。延べ48社、３団

体から毎回30名以上の参加者があった。

　講演の後はリラックスした雰囲気のな

かで活発な討論を行った。また、ＪＲＣＭ

ホームページへ「四次元サロン｣の案内

と結果報告を掲載し、ネットを活用し

て活動の浸透を図った。さらに、電子メ

ールやメーリングリスト活用による双

方向通信・情報交流の活発化も徐々に

ではあるが進められた。

材料関連団体、公共研究機関、賛助会

員から入手できる機関紙、ニュ－ス等

を展示・閲覧に供した。また、地球環

境に関する情報を収集し、展示・閲覧

に供した。海外出張等から得られた国

際交流資料、情報等を賛助会員に提供

した。

2 .2 .2 .2 .2 . 啓蒙及び普及啓蒙及び普及啓蒙及び普及啓蒙及び普及啓蒙及び普及

　広報委員会（委員長：川崎敏夫・住

友金属鉱山㈱技術部担当課長）を中心

として次の活動を実施した。

・研究開発、調査研究等の成果を報告

書として刊行した。

・和文広報誌「ＪＲＣＭ ＮＥＷＳ」を継続

して毎月2,300部発行し、賛助会員を

はじめ官公庁、関係機関等に広く配

布している。

・ＪＲＣＭの研究開発及び調査研究等の

活動状況を掲載したインターネットホ

ームページを平成11年4月に開設し、

11年度は国内外より3500件以上のア

クセスがあった。最新情報が入手で

きるように、事業方針、講演会の案

内及び結果、報道内容等について追

加あるいは更新を図った。

・関係技術情報の交流と研究成果の普

及を目的に、ＪＲＣＭが主催する｢研

究成果報告会｣を、平成11年7月に

約9年ぶりに開催した。

3 .3 .3 .3 .3 . 国際交流国際交流国際交流国際交流国際交流

　国際委員会（委員長：山田健三・日

本鋼管㈱本社経営スタッフ）のもと、

以下の活動を行った。

・英文｢ＪＲＣＭ ＮＥＷＳ｣を継続発行

している。国際交流の機会には、活

動紹介の資料として最大限活用して

いる。

・９件のプロジェクトにおいて、海外

調査、海外発表を実施した。また、

ＪＲＣＭの21世紀のビジョン検討の一

環として、米国を訪問し金属系材料

や半導体等の技術動向、産官学の共

同研究の現状について、直接情報交

換を行った。

その他の事業その他の事業その他の事業その他の事業その他の事業

1 .1 .1 .1 .1 . 情報収集及び提供情報収集及び提供情報収集及び提供情報収集及び提供情報収集及び提供

  金属系材料の製造及び利用に関する

情報の収集及び提供について、金属系
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・パリ鉱山大学教授Jacques Bernard

Levy 氏や韓国機械研究院先任研究

員Cha-Yong Lim氏らが来訪し、外

国人専門家との情報交換と交流を行

った。

4.4.4.4.4. 内外の関係機関、内外の関係機関、内外の関係機関、内外の関係機関、内外の関係機関、団体との連携と団体との連携と団体との連携と団体との連携と団体との連携と

     協調協調協調協調協調

　官公庁、大学、国公立研究機関、学

協会及び内外の研究開発実施機関等と

の交流を深め、情報交換、共同研究等

を推進した。

5 .5 .5 .5 .5 . その他の事業その他の事業その他の事業その他の事業その他の事業

  ＪＲＣＭ設立以来初めて、理事は30人

以上35人以内とし評議員会で選任する

等、寄附行為の一部変更を行った。

収支計算書(総括)
平成11年4月1日～平成12年3月31日

科   目         合   計       一般会計     特別会計      科   目         合   計      一般会計      特別会計

Ⅰ 収入の部

会費他収入

事 業 収 入

補助金収入

負担金収入

繰入金収入

当 期 収 入 合 計

前期繰越収支差額

収 入 合 計

Ⅱ 支出の部

管理費他支出

事 業 支 出

繰入金支出

当 期 支 出 合 計

当 期 収 支 差 額

次期繰越収支差額

 (単位：円)

330,289,163

4,258,413,088

285,567,000

285,567,000

15,000,000

5,174,836,251

378,332,261

5,553,168,512

245,326,208

4,829,547,088

15,000,000

5,089,873,296

84,962,955

463,295,216

234,083,270

3,716,013,688

285,567,000

285,567,000

15,000,000

4,536,230,958

239,311,270

4,775,542,228

195,979,479

4,287,147,688

0

4,483,127,167

53,103,791

292,415,061

96,205,893

542,399,400

0

0

0

638,605,293

139,020,991

777,626,284

49,346,729

542,399,400

15,000,000

606,746,129

31,859,164

170,880,155
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広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会

  最近、わが家のパソコンの調子が悪
くなった。故障ではない。３年前に当
時最新のスペックで買ったマシンなの
だが、最近流行の３Ｄ表示のソフトが
実行できないのである。結局グラフィ
ックボードを替えることで元気になっ
たのだが、最近のパソコンの性能向上
と価格低下の同時進行の速さにはいま

さらながら驚かされる。
  有名なMooreの法則(1965)によれば、
最新のCPUの能力は18～24か月で２倍
になり、これが現在でもつづいていると
いう。これが金属素材の世界では18～24
年で性能が２倍になっているくらいか？
どちらも技術革新に努力が必要である
ことには変わりはないのだが。 （K）

開催月日開催月日開催月日開催月日開催月日
７月27日

7月21日～
８月６日

８月 30日

会議会議会議会議会議・・・・・イベントイベントイベントイベントイベント

第９回
四次元サロン
21世紀夢の技術展

第10 回
四次元サロン

場場場場場               所所所所所
ＪＲＣＭ

 東京ビッグ
 サイト

ＪＲＣＭ

担担担担担          当当当当当
研究開発部

21世紀のあかり
推進部

研究開発部

備備備備備          考考考考考
京都大学 教授
      小久見善八 氏

日本経済新聞社主催

東京シリコーン(株)
取締役研究所長
       後閑昭男 氏

第９回四次元サロンの第９回四次元サロンの第９回四次元サロンの第９回四次元サロンの第９回四次元サロンの
お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ

日時：平成12年７月27日(木)
15:00～17:30

場所：ＪＲＣＭ会議室
話題：「自動車の駆動を目指した電池、

燃料電池の現状と展望」
提供：京都大学　教授　小久見善八 氏
  詳しくはＪＲＣＭホームページをご覧
ください。

専務理事が交代しました
  専務理事の鍵本潔さんが６月３０日
をもって退任しました。鍵本さんは、
昭和63年10月より11年９か月の長き
にわたり、ＪＲＣＭの発展に大きく貢
献されました。
　後任として、通商産業省四国通商

産業局長を退任された小島彰(こじま
あきら)さんが、７月３日に専務理事
に就任しました。
　引き続き、新専務理事をよろしく
ご鞭撻くださいますようお願い申し
上げます。

「21世紀のあかり」が参加する

「「「「「212 12 12 12 1 世紀夢の技術展」世紀夢の技術展」世紀夢の技術展」世紀夢の技術展」世紀夢の技術展」のお知らせのお知らせのお知らせのお知らせのお知らせ

 「21世紀夢の技術展」（主催:日本経済
新聞社）が、次代を担う青少年に研究
開発の重要性を認識してもらうことを
目的として開催される。
 ＪＲＣＭが推進している「21世紀のあ
かり」は、新エネルギー・産業技術総
合開発機構（ＮＥＤＯ）と協力してこの
技術展に参加し、省エネルギーでかつ
長寿命を実現し得る次世代の新光源と
して注目されているＬＥＤを、先端技術
を含めわかりやすく紹介する。

 ｢21 世紀のあかり｣を紹介する映像、
発光の原理や各種光源を紹介するパネ
ル、並びに試作品（各種照明装置）、及
び工作教室を主とする体験コーナーの
展示等を予定している。
期間：平成12年７月21日（金）～８月６日（日）
場所：東京ビッグサイト
　　　（｢21世紀のあかり｣は２ホール）
費用：前売券＝大人1,000円、高校生300円
     当日券＝大人1,500円、高校生500円
     中学生以下、高齢者(65歳以上)は無料
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